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4
そに

2015
（平成27年）

■平成２７年度曽爾保育園
　入園式
　４月３日（金）に入園式が行われ、今年
度は８名の子どもたちが入園しました。
これからも曽爾保育園で元気いっぱい
に育っていって下さいね。
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▼
基
本
方
針

　
　
平
成
27
年
度
の
予
算
編
成
は
、

引
続
き
経
費
の
削
減
を
図
り
種
々
合

理
化
に
努
め
、
高
齢
者
福
祉
対
策
や

子
育
て
支
援
そ
し
て
定
住
促
進
事
業

を
継
続
し
、「
住
ん
で
み
た
い
」、｢

住
ん
で
よ
か
っ
た｣

と
実
感
で
き
る

村
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
主
要
施
策

●
幹
線
道
路
の
整
備
・
促
進

　
・
主
要
幹
線
か
ら
中
学
校
、
防
災

ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
曽
爾
へ
続
く
村
道
小

長
尾
線
の
改
良
整
備

　
・
村
道
亀
山
線
等
主
要
11
路
線
の

舗
装
補
修
事
業　

　
・
岳
見
橋
等
３
橋
の
橋
り
ょ
う
補

強
工
事

　
・
県
道
名
張
曽
爾
線
の
改
良
整
備

の
促
進

●
産
業
の
育
成

　
・
農
業
後
継
者
の
育
成
事
業

　
・
集
落
内
及
び
集
落
周
辺
の
放
置

林
や
景
観
を
阻
害
し
て
い
る

山
林
を
広
葉
樹
等
で
彩
り
あ

る
里
山
形
成
を
す
る
た
め
里

山
再
生
事
業
を
創
設

　
・
曽
爾
高
原
保
全
の
た
め
の
巡
回

員
の
配
置

　
・
曽
爾
高
原
保
全
対
策
調
査
会
の

計
画
に
基
づ
き
保
全
活
動

　
・｢

お
亀
の
湯｣

周
辺
の
駐
車
場

整
備

　
・
観
光
分
野
活
性
化
の
た
め
観
光

協
会
強
化

　
・
地
域
の
元
気
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
制
度
」
の
活
用
を
引
続
き

行
い
、
新
た
に
２
名
を
林
業

分
野
で
活
用

●
保
健
福
祉
の
推
進

　
・
緊
急
通
報
装
置
設
置
事
業
、
移

動
支
援
事
業
の
継
続

　
・
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
へ
の
受

診
者
増
加
さ
せ
る
た
め
の
取

り
組
み

●
生
活
基
盤
と
防
災
体
制
の
整
備

　
・
簡
易
水
道
再
編
事
業
の
継
続

　
・
地
籍
調
査
事
業
の
継
続

　
・
避
難
所
指
定
の
旧
下
曽
爾
体
育

館
を
耐
震
補
強
整
備
、
及
び

老
朽
化
し
た
中
央
公
民
館
を

防
災
活
動
拠
点
施
設
等
に
改

築
整
備

●
ひ
と
づ
く
り

　
・
給
食
費
の
助
成
を
拡
大

　
・
３
人
目
の
保
育
料
無
料
な
ど
保

育
費
の
軽
減
拡
大

　
・
小
学
校
複
式
学
級
解
消
さ
せ
る

た
め
の
教
員
確
保
事
業

●
定
住
促
進

　
・
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
充
実

平成27年度予算の概要

会　　計　　名

一般会計 1,955,000

283,200

148,700

221,800

3,300

286,400

29,900

2,928,300

1,647,000

256,300

137,700

222,900

3,800

232,900

30,100

2,530,700

308,000

26,900

11,000

△1,100

△500

53,500

△200

397,600

簡易水道事業

住宅新築資金等貸付事業

介護保険

後期高齢者医療

合　　計

国保
事業勘定

直診施設勘定

H27年度予算額 H26年度予算額 比較増減額

－ 予算総括表 － （単位：千円、%）
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●
国
民
番
号
法
シ
ス
テ
ム

　
構
築
事
業

２
，
７
０
７
万
円

　
平
成
28
年
度
か
ら
本
格
稼
働
さ

れ
る
国
民
番
号
制
に
対
応
さ
せ
る

た
め
、
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
を
順

次
構
築
を
行
い
ま
す
。

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

１
，
５
２
１
万
円

　
農
林
業
・
観
光
・
情
報
の
３
分

野
で
３
名
、
そ
し
て
本
年
度
か
ら

林
業
分
野
で
新
た
に
２
名
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
を
採
用
し
ま

す
。

●
旧
児
童
館
改
修
事
業

２
，
１
０
０
万
円

　
公
共
施
設
を
有
効
利
用
す
る
た

め
に
旧
児
童
館
の
改
修
を
行
い
ま

す
。

●
旧
下
曽
爾
小
学
校
体
育
館
の

　
耐
震
補
強

３
４
６
万
円

　
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
旧

下
曽
爾
小
学
校
体
育
館
の
耐
震
補

強
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

●
給
食
費
助
成
事
業

２
７
０
万
円

　
保
育
園
児
、
小
学
校
児
童
及
び

中
学
校
生
徒
の
給
食
費
助
成
を
５

割
か
ら
６
割
に
拡
大
し
定
住
促
進

を
図
り
ま
す
。

●
独
居
老
人
緊
急
時
支
援
事
業

１
１
０
万
円

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の

居
宅
に
緊
急
通
報
装
置
を
設
置

し
、
緊
急
事
態
の
発
生
時
に
専
門

知
識
を
有
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

在
宅
生
活
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
高
齢
者
移
動
支
援
事
業

１
４
１
万
円

　
高
齢
者
等
の
日
常
生
活
の
利
便

性
の
向
上
と
社
会
参
加
の
促
進
を

図
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

●
地
籍
調
査
事
業
（
３
月
補
正
）

２
，
０
１
０
万
円

　

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
て
、

前
倒
し
て
地
籍
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
本
年
度
は
大
字
長
野
地
域
を

調
査
し
ま
す
。

●
獣
害
に
つ
よ
い
里
山
づ
く
り
事

　
業
及
び
里
山
再
生
事
業

１
，
９
４
０
万
円

　
野
生
獣
に
よ
る
農
林
業
の
被
害

の
低
減
を
図
る
た
め
に
、
里
山
林

を
伐
採
し
野
生
獣
の
生
息
地
帯
の

間
に
緩
衝
帯
を
造
成
さ
せ
、
ま
た

里
山
景
観
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
ま

す
。

●
曽
爾
高
原
観
光
拠
点

　
駐
車
場
整
備

２
，
６
５
６
万
円

　
秋
に
は
曽
爾
高
原
、
曽
爾
高
原

フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
周
辺
の
駐
車

場
が
満
車
に
な
る
こ
と
で
交
通
渋

滞
を
招
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
曽

爾
高
原
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
周
辺

に
新
た
に
駐
車
場
を
整
備
し
ま

す
。

●
村
道
小
長
尾
線
改
良
工
事

４
，
０
７
１
万
円

　
主
要
幹
線
か
ら
中
学
校
、
防
災

ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
曽
爾
へ
続
く
村
道
小
長
尾
線
の

改
良
整
備
を
し
ま
す
。

●
村
道
亀
山
線
等
舗
装
整
備

１
億
８
，
８
９
１
万
円

　
平
成
25
年
度
の
路
面
調
査
結
果

に
基
づ
き
主
要
村
道
11
路
線
の
舗

装
補
修
整
備
を
し
ま
す
。

●
橋
り
ょ
う
補
強
事
業

１
億
１
，
０
５
０
万
円

　
平
成
24
年
3
月
に
策
定
し
た
橋

梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き

岳
見
橋
三
橋
な
ど
3
橋
の
補
強
工

事
を
行
い
ま
す
。

●
簡
易
水
道
再
編
事
業

１
億
７
，
１
１
６
万
円

　
平
成
22
年
度
か
ら
老
朽
化
し
た

設
備
の
更
新
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

●
中
央
公
民
館
解
体
事
業（
新
規
）

１
，
７
１
５
万
円

　
老
朽
化
し
て
い
る
中
央
公
民
館

の
解
体
費
用
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
次
年
度
に
防
災
活
動
拠
点
施

設
等
の
整
備
を
し
ま
す
。

●
中
学
校
多
目
的
室
空
調
設
備

　
改
修
事
業

２
２
７
万
円

　
生
徒
、
村
民
の
方
々
が
利
用
さ

れ
る
多
目
的
室
の
空
調
設
備
を
改

修
し
ま
す
。

●
複
式
学
級
解
消
事
業６

１
４
万
円

　
小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
複
式
学
級
を
解
消
す
る
た
め

に
、
村
費
で
教
職
員
を
配
置
し
ま

す
。

新
　
規

新
　
規

新
　
規

新
　
規

新
　
規

一
般
会
計
施
策
別

　
　
　
　
　
主
要
事
業
一
覧
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地方交付税
9億6，500万円
49.4%

村債
2億7，760万円
14.2%

県支出金
１億4，342万円

7.3%

国庫支出金
2億8，422万円
14.5%

国庫支出金
2億8，422万円
14.5%

村税 １億１，754万円 6.0%
繰越金 ５，８００万円 3.0%

総務費
3億1,734万円
１６.2％

公債費
3億3，501万円
17.1％

民生費
３億653万円
15.7％

農林商工費
2億215万円
10.3％

消防費
１億１，405万円 5.8％

教育費
１億3,040万円 6.7％

消防費
１億１，405万円 5.8％

教育費
１億3,040万円 6.7％

土木費
3億９，070万円
20.0％

総務費
3億1,734万円
１６.2％

公債費
3億3，501万円
17.1％

民生費
３億653万円
15.7％

農林商工費
2億215万円
10.3％

衛生費 １億975万円 5.6％

土木費
3億９，070万円
20.0％

議会費 4，207万円 2.2％ 予備費 ７００万円 0.4％ 諸収入 ３，343万円 1.7%
繰入金 250万円 0.1%

各種交付金 3，143万円 1.6%

地方譲与税 ２，110万円 1.1%

その他 ２，076万円 1.1%

地方交付税
9億6，500万円
49.4%

村債
2億7，760万円
14.2%

県支出金
１億4，342万円

7.3%

依存財源
88%

自主財源
12%

　平成２７年度の予算総額は29億2,830万円（前年度比：3億9,760万円の増）となります。そのうち、
一般会計は19億5,500万円（前年度比：3億800万円の増）となります。

一般会計歳入
財源別予算額

一
般
会
計
歳
入

・
村
税　
基
本
的
に
前
年
度
の
収
入
状

況
を
踏
ま
え
見
積
も
っ
て
い
ま
す
個

人
村
民
税
及
び
固
定
資
産
税
の
減

収
。

　
▽
前
年
度
比
：
１
０
０
万
４
千
円
減

・
地
方
交
付
税　
過
疎
債
等
の
償
還
額

減
少
に
よ
り
減
収
。

　
▽
前
年
度
比
：
４
，
８
０
０
万
円
減

・
国
庫
支
出
金　
国
民
番
号
法
シ
ス
テ

ム
構
築
業
務
、
村
道
小
長
尾
線
改
良

及
び
主
要
村
道
の
舗
装
費
等
に
よ
り

増
収
。

　
▽
前
年
度
比
：
１
億
９
，
２
３
２
万

円
増

・
県
支
出
金　
施
業
放
置
林
整
備
、
獣

害
に
つ
よ
い
里
山
づ
く
り
事
業
等
に

よ
り
増
収
。

　
▽
前
年
度
比
：
２
，
９
６
７
万
円
増

・
村
債　
村
道
小
長
尾
線
な
ど
道
路
改

良
及
び
舗
装
補
修
、
橋
梁
補
強
整
備

等
に
よ
り
増
収
。

　
▽
前
年
度
比
：
１
億
２
，
９
７
０
万

円
増

村民一人当たりに使われているお金
※4月1日現在の常住人口

から算出（1,623人）
総務費民生費衛生費農林商工費

税金の賦課、戸籍関係
など

合計
1,204,559円

195,527円188,866円67,622円124,553円

住民福祉、人権政策 
など

予防接種、ゴミ処理関
係など

農林業、観光など
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0 20 40 60 80 100

義務的経費(人件費、扶助費、公債費)
8億1,885万円　42.0％

投資的経費
4億8,085万円 24.0％

補助費 2億3,267万円 12.0%

物件費 2億5,631万円 13.0%
繰出金 1億5,140万円 8.0%

その他 1,491万円

地方交付税
9億6，500万円
49.4%

村債
2億7，760万円
14.2%

県支出金
１億4，342万円

7.3%

国庫支出金
2億8，422万円
14.5%

国庫支出金
2億8，422万円
14.5%

村税 １億１，754万円 6.0%
繰越金 ５，８００万円 3.0%

総務費
3億1,734万円
１６.2％

公債費
3億3，501万円
17.1％

民生費
３億653万円
15.7％

農林商工費
2億215万円
10.3％

消防費
１億１，405万円 5.8％

教育費
１億3,040万円 6.7％

消防費
１億１，405万円 5.8％

教育費
１億3,040万円 6.7％

土木費
3億９，070万円
20.0％

総務費
3億1,734万円
１６.2％

公債費
3億3，501万円
17.1％

民生費
３億653万円
15.7％

農林商工費
2億215万円
10.3％

衛生費 １億975万円 5.6％

土木費
3億９，070万円
20.0％

議会費 4，207万円 2.2％ 予備費 ７００万円 0.4％ 諸収入 ３，343万円 1.7%
繰入金 250万円 0.1%

各種交付金 3，143万円 1.6%

地方譲与税 ２，110万円 1.1%

その他 ２，076万円 1.1%

地方交付税
9億6，500万円
49.4%

村債
2億7，760万円
14.2%

県支出金
１億4，342万円

7.3%

依存財源
88%

自主財源
12%

一般会計歳出
財源別予算額

一般会計性質別予算額

一
般
会
計
歳
出

・
総
務
費　
戸
籍
新
シ
ス
テ
ム
構
築
事

業
等
に
よ
り
増
加
。

　
▽
前
年
度
比
…
４
，
７
０
４
万
円
減

・
民
生
費　
瓜
ヶ
久
保
林
業
機
械
倉
庫

解
体
工
事
の
終
了
等
に
よ
り
減
少
。

　
▽
前
年
度
比
…
２
６
４
万
円
減

・
衛
生
費　
宇
陀
衛
生
一
部
事
務
組
合

負
担
金
増
加
等
に
よ
り
増
加
。

　
▽
前
年
度
比
…
５
５
７
万
円
減

・
農
林
商
工
費　
施
業
放
置
林
整
備
事

業
等
の
増
加
。

　
▽
前
年
度
比
…
１
，
１
８
５
万
円
増

・
土
木
費　
村
道
亀
山
線
等
舗
装
補
修

事
業
等
に
よ
り
増
加
。

　
▽
前
年
度
比
…
２
億
９
，
４
６
３
万

円
増

・
消
防
費　
防
火
水
槽
新
設
工
事
等
に

よ
り
増
加
。

　
▽
前
年
度
比
…
３
８
８
万
円
増

・
教
育
費　
中
央
公
民
館
解
体
事
業
等

に
よ
り
増
加

　
▽
前
年
度
比
…
２
，
４
１
９
万
円
減

・
公
債
費　
過
疎
債
等
の
償
還
額
等
の

減
少

　
▽
前
年
度
比
…
８
，
１
６
２
万
円
減

土木費消防費教育費公債費その他
村道の整備、公営住宅
の管理など

消防団の運営など学校管理、社会教育な
ど

村債の元金、利子の返
済

議会費、予備費

240,727円70,271円80,345円206,414円30,234円
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平
成
27
年
第
１
回
曽
爾
村
議
会
定

例
会
は
、
３
月
11
日
か
ら
同
月
30
日

ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

24
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
は
、
平
成
27
年
度
施
政

方
針
に
基
づ
く
事
業
な
ど
当
初
予
算

を
審
議
す
る
重
要
な
議
会
で
す
。

　

  

村
政
の
基
本
原
点
は
、
曽
爾
村

に
住
む
人
々
が
故
郷
を
愛
し
、
村
民

自
ら
が
村
づ
く
り
に
参
画
し
、
「
住

ん
で
み
た
い
」
、
「
住
ん
で
よ
か
っ

た
」
と
実
感
で
き
る
村
づ
く
り
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
「
持
続
可

能
」
な
村
づ
く
り
の
た
め
に
、
常
に

住
民
側
に
立
ち
、
「
行
政
、
議
会
、

住
民
」
が
一
体
と
な
っ
て
明
日
へ
の

知
恵
を
出
し
合
い
、
住
民
総
参
加
に

よ
る
村
づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し
て

村
政
運
営
に
全
力
で
努
め
て
参
り
ま

す
。

   

現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
地
方
創

生
担
当
大
臣
が
お
か
れ
、
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
が
施
行
さ

れ
、
昨
年
、
12
月
に
日
本
の
人
口
の

現
状
と
将
来
の
姿
を
示
し
、
今
後
目

指
す
べ
き
将
来
の
方
向
を
提
示
す
る

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
こ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
、
今
後
５
ヶ
年
の
目
標
や
施

策
の
基
本
的
な
方
向
を
示
し
た
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
戦
略
」

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
中
で

は
、
世
界
に
類
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド

で
進
行
し
て
い
る
「
人
口
減
少
、
超

高
齢
化
社
会
」
の
原
因
を
少
子
化
と

東
京
へ
の
一
極
集
中
と
し
て
お
り
、

結
婚
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
の
切

れ
目
な
い
支
援
や
、
都
市
部
か
ら
地

方
へ
移
転
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
地
方

創
生
を
国
と
地
方
が
一
体
と
な
り
、

中
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
取
り
組
む

た
め
に
、
全
自
治
体
に
対
し
て
具
体

的
な
施
策
を
ま
と
め
た
「
地
方
版
総

合
戦
略
」
の
策
定
を
要
請
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
本
村
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
こ
う
し
た
国
政
の
流
れ
を
注

視
し
つ
つ
、
故
郷
曽
爾
村
の
発
展
の

た
め
、
ま
た
す
べ
て
の
村
民
の
皆
様

が
日
々
の
生
活
を
明
る
く
豊
か
に
送

れ
ま
す
よ
う
、
本
村
の
地
域
特
性
や

可
能
性
を
し
っ
か
り
と
生
か
し
た
地

方
創
生
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

① 

「
豊
か
な
心
や
感
性
を
は
ぐ
く

む
教
育
の
推
進
」

・
人
権
尊
重
の
教
育
を
充
実
す
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
の
豊
か
な

心
を
育
む
社
会
体
験
や
自
然
体

験
、
交
流
学
習
な
ど
の
機
会
を

充
実
し
ま
す
。　

② 
「
確
か
な
学
力
の
向
上
と
個
性

の
伸
長
」

・
基
礎
的
、
基
本
的
な
知
識
を
確
実

に
身
に
付
け
、
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
の
学
ぶ
意
欲
や
思
考
力
、

判
断
力
表
現
力
の
資
質
、
能
力

を
育
成
し
ま
す
。　
　

③ 

「
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
推

進
」

・
子
ど
も
に
基
本
的
な
生
活
習
慣
を

身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、

運
動
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ

ま
す
。

④ 

「
ふ
る
さ
と
の
よ
さ
を
誇
れ
る

教
育
の
推
進
」

・
地
域
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
中
で

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
進
ん

で
参
加
す
る
意
欲
や
態
度
を
育

て
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

⑤ 

「
安
心
と
、
魅
力
・
活
力
の
あ

る
学
校
教
育
の
推
進
」

・
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生

活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

⑥ 

「
生
涯
学
習
環
境
の
整
備
・
充

議
会
だ
よ
り

総
額　
29
億
２
，
８
３
０
万
円

　
（
一
般
会
計　
19
億
５
，
５
０
０
万
円
）（
特
別
会
計　
９
億
７
，
３
３
０
万
円
）

平
成
27
年
度
当
初
予
算
可
決
（一般
会
計
・
特
別
会
計
）

 

第
１
回 
定
例
会 

３
月
11
日
～
３
月
24
日
（
14
日
間
）

芝
田
村
長
の
施
政
方
針 

（
要
旨
）

教
育
方
針 

（
要
旨
）
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実
」

・
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
と
人
権
を

尊
重
す
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
お
し

て
人
権
教
育
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

・
多
様
に
学
ぶ
学
習
機
会
の
充
実
を

進
め
ま
す
。

□
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定

・
新
教
育
長
を
常
勤
の
特
別
職
と
す

る
な
ど
、
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
制
定
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
特
定
教
育･

保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定

・
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の
規
定
に

伴
い
制
定
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定

・
児
童
福
祉
法
改
正
に
伴
い
制
定
す

る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

・
児
童
福
祉
法
改
正
に
伴
い
制
定
す

る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に

指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
等

を
定
め
る
条
例
の
制
定

・
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
制
定

す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

・
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
制
定

す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

・
行
政
手
続
法
の
改
正
に
よ
り
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
行
政
手
続
法
の
改
正
に
よ
り
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
財
政
健
全
化
の
た
め
、
保
険
税
率

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
学
校
給
食
費
助
成
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の
た
め
、

助
成
割
合
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

□
曽
爾
保
育
園
給
食
費
助
成
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の
た
め
、

助
成
割
合
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

□
曽
爾
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

・
第
６
期
介
護
保
険
計
画
に
伴
う
、

保
険
料
等
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

□
曽
爾
村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
改
正

す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効

果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

・
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
改
正

す
る
も
の
で
す
。

□
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
・
委
員　
萩
原 

絹
代 

氏
（
葛
）

□
平
成
26
年
度
曽
爾
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
５
９
，
１
２
０
千

円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
，

９
９
４
，
５
１
３
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
地
方
創
生
先
行

型
交
付
金
事
業
の
増
額
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
に

よ
る
増
額
、
減
債
基
金
の
積
立

金
の
増
加
、
そ
の
他
不
用
額
の

減
額
を
す
る
も
の
で
す
。

□
平
成
26
年
度
曽
爾
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

・
既
定
の
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
５
，

５
０
２
千
円
を
増
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ

れ
２
７
２
，
４
９
０
千
円
に
、

既
定
の
直
営
診
療
所
施
設
勘
定

の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
か
ら

２
，
７
３
１
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ

主
な
議
案
と
審
議
結
果

■
条　
例

■
人
事
案
件

■
補
正
予
算
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れ
ぞ
れ
１
５
７
，
４
１
５
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
事
業
勘
定
で
は

療
養
給
付
費
の
増
額
、
直
営
診

療
施
設
総
出
金
の
増
額
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
　
直
営
診
療
施
設
勘
定
で
は
、
医

療
用
消
耗
材
料
費
の
減
額
に
よ

る
も
の
で
す
。

□
平
成
26
年
度
曽
爾
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
５
６
３
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
２
３
，

９
７
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

  　
主
な
内
容
は
、
簡
易
水
道
再
編

事
業
に
よ
る
登
記
委
託
料
に
不

要
額
が
生
じ
た
た
め
減
額
す
る

も
の
で
す
。

□
平
成
26
年
度
曽
爾
村
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

・
償
還
推
進
助
成
事
業
補
助
金
の
交

付
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

項
目
間
を
補
正
す
る
も
で
す
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

１
２
１
，
３
７
３
千
円
で
す
。

□
平
成
26
年
度
曽
爾
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
　
既
定
の
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
４
，

１
７
１
千
円
を
増
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ

れ
２
８
３
，
１
２
４
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
施
設
介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
等
を
増
額
補
正
す

る
も
の
で
す
。

□
平
成
26
年
度
曽
爾
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
，
２
７
３
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
８
，

８
２
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
広
域
連
合
納
付
金

の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

  

条
例
、
平
成
27
年
度
当
初
予
算
、

平
成
26
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計

補
正
予
算
、
人
事
案
件
は
全
員
賛
成

で
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
木
治
正
人
議
員
、
田
合
佐
智
夫
議

員
か
ら
７
つ
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
詳
細
は
、
５
月
号
に
掲
載
し
ま

す
。

地
域
お
こ
し

 

協
力
隊
員
を

  

紹
介
し
ま
す
！

［名前］待鳥　眞治（まちどり　しんじ）
［年齢］39 歳
［前居住地］兵庫県加古川市
［所属］森林組合
　4 月1日から地域おこし協力隊として
お世話になります。
　皆さまに助けて頂くことが多いと思い
ますが、協力隊として村での生活・行事・
仕事を通じて村がより良くなるための気
づきがたくさんできればと思っています。
よろしくお願いします。

　

去
る
３
月
19
日
、東
大
寺
に
隣

接
す
る
県
立
奈
良
養
護
学
校
整
肢

園
分
校
で
平
成
26
年
度
卒
業
式
が

行
わ
れ
、中
学
部
に
お
い
て
大
字
葛

の
清
水
さ
つ
き
さ
ん
が
３
年
間
の

課
程
を
終
了
し
、元
気
に
巣
立
ち

ま
し
た
。

　

式
典
中
、在
校
生
送
辞
で
は
代

表
者
が
小
学
部
３
名
、中
学
部
４

名
の
卒
業
生
に
向
け
お
礼
の
言
葉

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。卒
業
生
答
辞

で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
生
活
を
振

り
返
る
な
か
で
今
ま
で
見
守
っ
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
、お
父
さ
ん
、お

母
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
在

校
生
へ
の
励
ま
し
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。最
後
に
同
校
の
校

歌
を
参
加
者
全
員
で
合
唱
し
感
動

の
卒
業
式
を
終
え
ま
し
た
。ご
卒

業
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

な
お
、清
水
さ
ん
は
高
等
部
に

進
学
さ
れ
今
後
も
勉
学
や
様
々
な

活
動
に
励
み
ま
す
。

奈
良
県
立
奈
良
養
護
学
校
整
肢
園
分
校
卒
業
式

■
審
議
結
果

■
一
般
質
問
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３
月
26
日
（
木
）
に
卒
園
式
が

行
わ
れ
、
大
き
く
成
長
し
た
４
名

の
子
ど
も
た
ち
が一人
ひ
と
り
堂
々

と
卒
園
証
書
を
受
け
取
り
、
み
ん

な
に
お
祝
い
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

曽
爾
小
学
校
へ
行
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ

の
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
ね
！
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
青
組
さ
ん
、
卒
園
お
め
で
と
う
！

　

曽
爾
中
学
校
第
68
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
、卒
業
生

保
護
者
や
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
の
も
と
、去
る
３
月
17
日

（
火
）に
曽
爾
中
学
校
多
目
的
室
で
挙
行
さ
れ
、10
名
が
９

年
間
の
義
務
教
育
を
終
え
、巣
立
ち
ま
し
た
。

　
式
は
張
り
詰
め
た
空
気
の
流
れ
る
中
、送
辞
で
は
在
校
生

代
表
の
大
嶽
海
斗
君
が
３
年
生
と
と
も
に
過
ご
し
た
日
々

を
振
り
返
り
な
が
ら
、そ
の
志
を
受
け
継
ぎ
、一層
す
ば
ら
し

い
学
校
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。答
辞
で
は
、

卒
業
生
の
生
徒一人一人
が
、３
年
間
に
わ
た
る
全
校
生
徒
や

全
教
職
員
と
の
思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
、保
護
者
を
始

め
、お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と

こ
れ
か
ら
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

卒
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

厳粛な雰囲
気の卒業式
のようす

平成26年度
卒業生と保
護者

　
３
月
19
日
（
木
）
に
卒
業
証
書
授
与
式
を
行
い
、
６

名
の
児
童
が
卒
業
し
ま
し
た
。「
別
れ
の
言
葉
」
で
は
在

校
生
・
卒
業
生一人一人
が
元
気
よ
く
呼
び
か
け
を
行
い
、

春
雨
の
音
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
大
き
な
歌
声
が
体

育
館
に
響
き
ま
し
た
。「
ご
臨
席
下
さ
っ
た
芝
田
村
長
、

坂
井
村
議
会
議
長
は
じ
め
」
ご
来
賓
の
方
々
、
保
護
者

等
お
世
話
に
な
っ
た
人
々
の
思
い
を
胸
に
、
曽
爾
中
学

校
で
も
自
分
の
花
を
咲
か
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

  

● 

曽
爾
小
ニ
ュ
ー
ス

曽
爾
中
学
校
第
68
回
卒
業
証
書
授
与
式
　
～
10
名
が
飛
び
立
つ
！
～

第
13
回
卒
業
証
書
授
与
式

青山　春香ちゃん

東口　稟ちゃん 保護者・ご家族の方の皆様と一緒に記念写真

相輪　風翔くん

大向　梨心ちゃん
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20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あって

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
の
方
は一般
的
に
所

得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が

一定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に

在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の
前

年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た

金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

〈
所
得
の
め
や
す
〉　
１
１
８
万
円 

＋ 

｛ 

扶
養
親
族
等
の
数
×３
８
万
円 

｝

　
平
成
27
年
４
月
以
降
学
生
で
あ
っ

て
、
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
納

付
猶
予
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
「
学

生
証
の
写
し
」
ま
た
は
「
在
学
証
明

書
」、「
印
鑑
」
を
持
参
の
上
、

　
住
民
生
活
課
（
９
４-

２
１
０
２
）

も
し
く
は
桜
井
年
金
事
務
所

（
０
７
４
４-

４
２-

０
０
３
３
）
に

お
い
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
26
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制

度
に
よ
り
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ

て
い
る
方
で
、
平
成
27
年
度
も
引
き

続
き
在
学
予
定
の
方
は
、
３
月
下
旬

に
基
礎
年
金
番
号
等
が
印
字
さ
れ
た

ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請

書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
し
返
送
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
平
成
27
年
度
の
申
請
が
で

き
ま
す
。（
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書

ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不

要
で
す
。）

　
な
お
、
平
成
27
年
度
は
学
生
納
付

特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料

の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
桜

井
年
金
事
務
所
（
０
７
４
４-

４
２-

０
０
３
３
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

曽
爾
村
役
場
住
民
生
活
課

　
自
動
車
運
転
者

の
交
通
道
徳
の
高

揚
を
図
る
た
め
、

秋
に
優
良
運
転
者

の
表
彰
を
行
い
ま

す
の
で
該
当
さ
れ

る
希
望
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
５
月
１
日
〜
５
月
31
日

受
付
時
間　
９
時
〜
16
時
（
12
時
〜

13
時
を
除
く
）　
※
土
曜
日
・
日

曜
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

１
．
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
資
格

①
桜
井
警
察
（
宇
陀
警
察
庁
舎
）
管

内
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
運
転
免

許
保
持
者
で
あ
る
こ
と

②
自
動
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
の

運
転
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る

こ
と

２
．
表
彰
の
種
別
・
条
件

　
（
表
彰
の
種
別
ご
と
に
条
件
を
全

て
充
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。）

①
支
部
表
彰「
桜
井
警
察
署
長
と（
一

財
）
奈
良
県
交
通
安
全
協
会
桜
井

支
部
協
会
会
長
の
連
名
表
彰
」

　
　
表
彰
の
申
請
日
を
基
準
と
し
て

過
去
６
年
以
上
の
間
、
継
続
し
て

無
事
故
及
び
無
違
反
で
あ
っ
て
、

か
つ
運
転
免
許
の
効
力
の
停
止

処
分
を
う
け
た
こ
と
が
な
い
こ

と
②
ベ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
顕
彰
「
奈
良

県
警
察
本
部
長
と
（
一
財
）
奈
良

県
交
通
安
全
協
会
会
長
の
連
名

表
彰
」

　
（
ア
）
４
月
30
日
現
在
上
級
顕
彰

を
受
け
て
い
る
方
で
、
上
級
顕
彰

受
賞
後
１
年
以
上
経
過
し
て
い

る
こ
と

　
（
イ
）
顕
彰
の
申
請
日
を
基
準
と

し
て
過
去
10
年
以
上
の
間
、
継

続
し
て
無
事
故
及
び
無
違
反
で

あ
っ
て
、
か
つ
運
転
免
許
の
効
力

の
停
止
処
分
を
う
け
た
こ
と
が

な
い
こ
と

３
．
必
要
書
類

①
支
部
表
彰

　
ア
申
請
書
…
１
通

　
（
一
財
）
奈
良
県
交
通
安
全
協
会

桜
井
支
部
協
会
（
旧
宇
陀
警
察
署

内
、
旧
宇
陀
支
部
協
会
）
に
あ
り

ま
す

　
イ
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
記
載
の
「
無
事
故

無
違
反
の
証
」
の
写
し
…
１
通

　
ウ
運
転
免
許
証
の
写
し
…
１
通

②
ベ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
顕
彰

　
右
記
（
ア
）・（
イ
）・（
ウ
）
及
び

上
級
顕
彰
の
写
し

＊
表
彰
人
数
に
制
限
が
あ
り
選
考
の

上
表
彰
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
そ
の
他
の
表
彰
に
つ
き
ま
し
て
は

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
桜
井
警
察
署
宇
陀
警
察
庁
舎
内

　
一
般
財
団
法
人　
奈
良
県
交
通
安

全
協
会　

桜
井
支
部
協
会　

宇

陀
地
区
協
会

　
事
務
局
（
森
岡
）

　
☎
０
７
４
５-

８
２-

０
１
１
０

平
成
27
年
度
国
民
年

金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
制
度
の
ご
案
内

優
良
運
転
者
の
表

彰
申
請
に
つ
い
て
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高齢者向け肺炎球菌ワクチンのご案内について

定期予防接種

　肺炎は、日本人の死因第３位です。特に高齢者の死亡率は高くなっています。
このような肺炎のうち30～40％が肺炎球菌によるものと考えられています。肺炎
球菌ワクチンは、重症化防止などの効果が期待できます。ぜひ、この機会に予防
接種を行い、重症化を予防しましょう。
　この接種機会をのがすと補助がなくなります!!

注意事項
・過去に肺炎球菌を受けたことのある方は対象外となります。（曽爾村では、当ワクチンの助成制度
を平成25年4月から実施していますので、助成制度の肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことがある
方は対象外となります。）
・各対象者とも、定期予防接種の接種機会は生涯を通じて今回１回のみです。 
 
○申請方法 
●曽爾村・御杖村・宇陀市内の医療機関で受ける場合
　直接医療機関に予約して接種してください。
　＊持ち物：案内ハガキ、自己負担金2,000円、健康保険証、健康手帳（お持ちの方のみ）
●上記外の県内市町村の医療機関で受ける場合
　事前に、住民生活課で申し込み手続きが必要です。
 （申込み手続きには案内ハガキと2,000円が必要です。）
●県外の医療機関で受ける場合
　直接医療機関に予約して全額負担で接種してください。後でその額から2,000円差し引いた分を　
助成します。（助成手続きには、案内ハガキ、接種した際の領収書、接種済み証、印鑑が必要です。）

または、60歳以上65歳未満の者であって、心臓、腎臓若しくは呼吸器の機能
又はヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に障害を有する方

○期間　平成27年4月1日～平成28年3月31日
○予約　各医療機関（関本医院、曽爾村国保診療所、村外医療機関）へ直接予約下さい。
○助成対象者

○平成30年度までの間は、各当該年度に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳となる
方が、定期予防接種の（自己負担2,000円）助成対象となります。
○定期予防接種の対象者以外の方、または、定期予防接種期間外で接種を希望される場合は、1回につき
3,000円の助成を行っており、医療機関で全額支払った後、領収書・接種済み証、印鑑を持って住民生活
課で助成の申請をして下さい。

※ 上記の対象者以外の方

対 象 年 齢
  65歳（昭和25年4月2日生～昭和26年4月1日生）
  70歳（昭和20年4月2日生～昭和21年4月1日生）
  75歳（昭和15年4月2日生～昭和16年4月1日生）
  80歳（昭和10年4月2日生～昭和11年4月1日生）
  85歳（昭和5年4月2日生～昭和6年4月1日生）
  90歳（大正14年4月2日生～大正15年4月1日生）
  95歳（大正9年4月2日生～大正10年4月1日生） 
100歳（大正4年4月2日生～大正5年4月1日生）

回数

１回

内　容

１回につき
自己負担金
2,000円で
接種できます。
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平成27年4月から国民健康保険税の税率が改正されます

※医療費は、被保険者の方に負担していただいている一部負担金を除いた、保険者負担分として支出した金
額です。
※平成26年度の医療費及び一人あたりの医療費は、見込額です。
●被保険者数は減少してきていますが、一人あたりの医療費は若干の上下動を繰り返しています。

※保険給付費は、医療費の支払に出産育児一時金、葬祭費、審査支払手数料の支払を加えたものをいいま
す。
※平成26年度の金額は、すべて見込額です。
●保険税の税収は、被保険者数の落ち込み等の理由で減少してきています。
●単年度収支は、平成22年度に実施した税率改正により平成22年度及び平成23年度は黒字となりました
が、平成24年度以降は赤字となっています。
●基金残高は、平成22年度と比較しますと赤字の経常化で2,730万円減少する見込です。

※国保税については、所得割・資産割・均等割・平等割の4種類で計算されます。
○所得割：国保税課税年度の前年の総所得から基礎控除額33万円を除いた残りの所得に、所得割率をかけ
て算出した金額です。
○資産割：土地・家屋にかかる固定資産税に資産割率をかけて算出した金額です。
○均等割：国保被保険者一人につき計算されます。
○平等割：国保加入世帯一世帯につき計算されます。
＊介護分は、40歳以上64歳以下の方が対象になります。
　被保険者の皆様方には、負担が増えることとなりますが、みんなで助け合い支え合う国民健康保険制度の
趣旨に、ご理解ご協力をお願いします。

　低所得者の負担を減らすために、前年度の所得が基準額以下の場合は均等割と平等割を減額します。
　軽減割合　　　　　　　　　　　　　  軽減判定基準
　　５割　　　基礎控除額(33万円)＋26万円(現行24万５千円)×被保険者数
　　２割　　　基礎控除額(33万円)＋47万円(現行45万円)×被保険者数

世帯の中で未申告の方が一人でもいると軽減を受けることができません。
所得がない場合でも「所得がない」という申告をしてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【税務課・住民生活課】

1. 国保被保険者と医療費の推移
年　　度
被保険者数
医療費

一人あたりの医療費

平成２２年度
５８０人

１億８，９６３万円
３２万７千円

平成２３年度
５６７人

１億７，２７９万円
３０万５千円

平成２４年度
５２８人

１億６，８４４万円
３１万９千円

平成２５年度
５２９人

１億５，９３８万円
３０万１千円

平成２６年度
５０９人

１億６，９８６万円
３３万４千円

（健全な曽爾村国民健康保険の運営にご理解ください）

2. 歳入歳出の状況

年　　度
保険税

公費（国・県・村負担金）等
計　①

〔歳入〕
平成２２年度
５，２４９万円
２億４，８０４万円
３億５３万円

平成２３年度
５，０２２万円
２億２，９５３万円
２億７，９７５万円

平成２４年度
４，５９０万円
２億６６２万円
２億５，２５２万円

平成２５年度
４，６４０万円
１億９，７６５万円
２億４，４０５万円

平成２６年度
４，４０７万円
２億８２１万円
２億５，２２８万円

年　　度
保険給付費
その他の歳出
計　②

〔歳出〕
平成２２年度
１億９，１３９万円
９，４６６万円
２億８，６０５万円

平成２３年度
１億７，３５６万円
９，９８７万円
２億７，３４３万円

平成２４年度
１億６，９１５万円
８，６８９万円
２億５，６０４万円

平成２５年度
１億６，１６５万円
８，９１７万円

２億５，０８２万円

平成２６年度
１億７，０２４万円
９，０４３万円
２億６，０６７万円

年　　度
①－②

〔単年度収支〕
平成２２年度
１，４４８万円

平成２３年度
６３２万円

平成２４年度
▲ ３５２万円

平成２５年度
 ▲ ６７７万円

平成２６年度
 ▲ ８３９万円

年　　度
積立額
取崩し額
基金残高

〔基金〕
平成２２年度
３万円
－

４，７１９万円

平成２３年度
３万円
－

４，７２２万円

平成２４年度
６万円
７００万円
４，０２８万円

区分
所得割率
資産割率
均等割額
平等割額
限度額

平成26年度税率（改正前）
医療分
6.5％
45.0％
23,400 円
25,200 円
51万円

後期高齢者支援金分
2.0％
10.0％
7,800 円
6,600 円
16万円

介護分
1.0％
8.5％
7,200 円
6,000 円
14万円

区分
所得割率
資産割率
均等割額
平等割額
限度額

平成27年度税率（改正後）
医療分
7.5％
25.0％
25,400 円
25,200 円
52万円

後期高齢者支援金分
2.2％
10.0％
8,900 円
7,300 円
17万円

介護分
2.6％
4.0％

13,900 円
0 円
16万円

平成２５年度
６万円
９５０万円
３，０８４万円

平成２６年度
５万円

１，１００万円
１，９８９万円

3. 税率・限度額が変わります
曽爾村の国保事業の健全な運営のため、保険税率を改正させていただくこととなりました。

4. 軽減対象の基準所得の変更（軽減の対象者が拡大します）

※7割軽減の基準額(33万円以下)は変更ありません。
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平成27年4月から国民健康保険税の税率が改正されます

※医療費は、被保険者の方に負担していただいている一部負担金を除いた、保険者負担分として支出した金
額です。
※平成26年度の医療費及び一人あたりの医療費は、見込額です。
●被保険者数は減少してきていますが、一人あたりの医療費は若干の上下動を繰り返しています。

※保険給付費は、医療費の支払に出産育児一時金、葬祭費、審査支払手数料の支払を加えたものをいいま
す。
※平成26年度の金額は、すべて見込額です。
●保険税の税収は、被保険者数の落ち込み等の理由で減少してきています。
●単年度収支は、平成22年度に実施した税率改正により平成22年度及び平成23年度は黒字となりました
が、平成24年度以降は赤字となっています。
●基金残高は、平成22年度と比較しますと赤字の経常化で2,730万円減少する見込です。

※国保税については、所得割・資産割・均等割・平等割の4種類で計算されます。
○所得割：国保税課税年度の前年の総所得から基礎控除額33万円を除いた残りの所得に、所得割率をかけ
て算出した金額です。
○資産割：土地・家屋にかかる固定資産税に資産割率をかけて算出した金額です。
○均等割：国保被保険者一人につき計算されます。
○平等割：国保加入世帯一世帯につき計算されます。
＊介護分は、40歳以上64歳以下の方が対象になります。
　被保険者の皆様方には、負担が増えることとなりますが、みんなで助け合い支え合う国民健康保険制度の
趣旨に、ご理解ご協力をお願いします。

　低所得者の負担を減らすために、前年度の所得が基準額以下の場合は均等割と平等割を減額します。
　軽減割合　　　　　　　　　　　　　  軽減判定基準
　　５割　　　基礎控除額(33万円)＋26万円(現行24万５千円)×被保険者数
　　２割　　　基礎控除額(33万円)＋47万円(現行45万円)×被保険者数

世帯の中で未申告の方が一人でもいると軽減を受けることができません。
所得がない場合でも「所得がない」という申告をしてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【税務課・住民生活課】

1. 国保被保険者と医療費の推移
年　　度
被保険者数
医療費

一人あたりの医療費

平成２２年度
５８０人

１億８，９６３万円
３２万７千円

平成２３年度
５６７人

１億７，２７９万円
３０万５千円

平成２４年度
５２８人

１億６，８４４万円
３１万９千円

平成２５年度
５２９人

１億５，９３８万円
３０万１千円

平成２６年度
５０９人

１億６，９８６万円
３３万４千円

（健全な曽爾村国民健康保険の運営にご理解ください）

2. 歳入歳出の状況

年　　度
保険税

公費（国・県・村負担金）等
計　①

〔歳入〕
平成２２年度
５，２４９万円
２億４，８０４万円
３億５３万円

平成２３年度
５，０２２万円
２億２，９５３万円
２億７，９７５万円

平成２４年度
４，５９０万円
２億６６２万円
２億５，２５２万円

平成２５年度
４，６４０万円
１億９，７６５万円
２億４，４０５万円

平成２６年度
４，４０７万円
２億８２１万円
２億５，２２８万円

年　　度
保険給付費
その他の歳出
計　②

〔歳出〕
平成２２年度
１億９，１３９万円
９，４６６万円
２億８，６０５万円

平成２３年度
１億７，３５６万円
９，９８７万円
２億７，３４３万円

平成２４年度
１億６，９１５万円
８，６８９万円
２億５，６０４万円

平成２５年度
１億６，１６５万円
８，９１７万円

２億５，０８２万円

平成２６年度
１億７，０２４万円
９，０４３万円
２億６，０６７万円

年　　度
①－②

〔単年度収支〕
平成２２年度
１，４４８万円

平成２３年度
６３２万円

平成２４年度
▲ ３５２万円

平成２５年度
 ▲ ６７７万円

平成２６年度
 ▲ ８３９万円

年　　度
積立額
取崩し額
基金残高

〔基金〕
平成２２年度
３万円
－

４，７１９万円

平成２３年度
３万円
－

４，７２２万円

平成２４年度
６万円
７００万円
４，０２８万円

区分
所得割率
資産割率
均等割額
平等割額
限度額

平成26年度税率（改正前）
医療分
6.5％
45.0％
23,400 円
25,200 円
51万円

後期高齢者支援金分
2.0％
10.0％
7,800 円
6,600 円
16万円

介護分
1.0％
8.5％
7,200 円
6,000 円
14万円

区分
所得割率
資産割率
均等割額
平等割額
限度額

平成27年度税率（改正後）
医療分
7.5％
25.0％
25,400 円
25,200 円
52万円

後期高齢者支援金分
2.2％
10.0％
8,900 円
7,300 円
17万円

介護分
2.6％
4.0％

13,900 円
0 円
16万円

平成２５年度
６万円
９５０万円
３，０８４万円

平成２６年度
５万円

１，１００万円
１，９８９万円

3. 税率・限度額が変わります
曽爾村の国保事業の健全な運営のため、保険税率を改正させていただくこととなりました。

4. 軽減対象の基準所得の変更（軽減の対象者が拡大します）

※7割軽減の基準額(33万円以下)は変更ありません。

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
、
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を

所
有
し
て
い
る
人
に
課
せ
ら
れ
ま
す
。

○
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
の
減
免
に
つ

い
て

　
次
に
該
当
す
る
方
は
、
納
税
通
知

書
が
届
い
て
か
ら
５
月
25
日
ま
で
に
申

請
す
る
と
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま

す
。

１
．
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
ま
た
は
使

用
し
て
い
る
方
で
、身
体
障
害
者
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
い
ず
れ
か
を

お
持
ち
で
、一定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

（
要
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
税
務
課
へお
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。）

２
．そ
の
構
造
が
専
ら
身
体
障
害
者
等

の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る

軽
自
動
車
等

※
普
通
自
動
車
を
含
め一人一台
に
限
り

ま
す
。

○
廃
車
、
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き

に
つ
い
て

　
廃
車
、
名
義
変
更
（
譲
渡
）、
買
替

え
（
車
台
変
更
）
や
住
所
変
更
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に
手
続

き
を
行
って
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
し

な
い
と
、
引
き
続
き
翌
年
も
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
税
額
が
変
わ
り
ま
す

　
先
月
号
に
掲
載
し
た
と
お
り
、三
輪・

四
輪
の
軽
自
動
車
税
が
引
き
上
げ
に
な

り
ま
す
。

　
平
成
27
年
４
月
１
日
に
購
入
・
登
録

し
た
車
輌
は
、
表
の
右
側
の
税
額
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　
原
動
機
付
自
動
車
等
の
税
額
につい

て
は
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

登録した日
27.3.31まで
7,200円
5,500円
4,000円
3,000円
3,100円

自家用
営業用
自家用
営業用

三　　輪

四
　輪

乗
用
貨
物

H27.4.1
10,800円
6,900円
5,000円
3,800円
3,900円

種　　別

▶お問い合わせ
　税務課 ☎９４-２０１３

軽
自
動
車
税
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健診費用など、詳しくは各世帯に配布される案内をご覧下さい。
＊申込みは、各大字の保健推進員さん、または役場住民生活課へ提出してください。

　  第9条　年に1回は家族で健診をうけましょう。（そに健康づくり10ヶ条）

曽爾村国民健康保険加入の40歳以上の方
後期高齢者医療保険加入の方
40歳以上の方
35歳以上の方
35歳以上の方
40歳以上の方
40歳以上の方

40歳以上の方

40歳以上の女性
20歳以上の女性

国保特定健診
後期高齢者健診
肺がん検診
大腸がん検診
胃がん検診
前立腺がん検診
肝炎ウィルス検査

歯周疾患検診

乳がん検診
子宮がん検診

種　　目

6月27日（土）
6月29日（月）
6月30日（火）
7月 1 日（水）

5月28日（木）
5月30日（土）

6月29日（月）  
6月30日（火）
7月 1 日（水）

主催する部会対　象　者

老人福祉センター

老人福祉センター

老人福祉センター

場　　所

○平成２７年度特定健診・がん検診の申込みがはじまります。

実
施
期
間　
５
月
11
日
（
月
）
〜

　
20
日
（
水
）

ス
ロ
ー
ガ
ン　
交
通
事
故
の
な
い

　
や
す
ら
ぎ
の　
大
和
づ
く
り

～
大
和
の
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
よ
う
～

運
動
の
目
標　
交
通
事
故
総
量
を
減

少
さ
せ
る
た
め
の
積
極
的
な
取
組

を
行
い
、
交
通
事
故
死
者
数
を
限

り
な
く
ゼ
ロに
近
づ
け
る
こ
と
を
目

標
と
す
る

運
動
の
基
本　
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点　
①
自
転
車
の
安
全
利

用
の
推
進
（
特
に
、
自
転
車
安
全

利
用
五
則
の
周
知
徹
底
） 

②
全
て

の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底
③
飲
酒
運
転
の
根
絶 

④
正
し
い

横
断
と
横
断
歩
行
者
の
保
護

　
　
村
民一人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
意

識
を
高
め
て
ル
ー
ル
を
守
り
、
交

通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

春
期
農
作
業
賃
金

　
３
月
の
農
業
委
員
会
に
お
い
て
、

春
期
農
作
業
賃
金
を
下
記
の
と
お
り

定
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
金
額
は
出
し
手
、
受

け
手
の
目
安
と
し
て
定
め
て
い
る
も
の

で
す
。
地
域
に
よ
り
条
件
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
双
方
で
話
し
合
い
決
定
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ　
曽
爾
村
農
業
委

員
会
（
役
場
地
域
建
設
課
内
）

　
☎
９
４-

２
１
０
５

蛍光灯・電球・乾電池の収集について
回収日　５月20日（水）※前日の19日（火）に集積場所に出してください。
集積場所　山粕…曽爾ふれあいセンター前、掛…掛農業集会所、長野…長野公民館、小長尾…小長尾公民

館、今井…今井集落センター、塩井…塩井集落センター、葛…葛集落センター、太良路…太良路公民館、
伊賀見…伊賀見集落センター
品目　蛍光灯（丸管）、蛍光灯（直管）、電球、乾電池、割れた蛍光灯と電球、水銀体温計
出し方　集積場所に設置する専用の回収ボックスへ、分別して出してください。
その他　業者の方は、自己責任により適切に処理してください。自動車のバッテリーは回収できません。
問い合わせ先　曽爾村役場　住民生活課　☎94-2102

平
成
27
年
春
の
交

通
安
全
県
民
運
動

曽
爾
村
農
業
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

９，０００

２５，０００

１０，０００

１５，０００

１１，０００

一般農作業

耕うん＋代かき

耕うん

代かき

機械田植

１日８時間男女
の別、賄なし

１０ａ当たり
 賄なし

区　　分 平成27年度 備　考
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犬を飼われている皆様へ
☆周囲の人に迷惑をかけることなく、いじめたり捨てたりしないで愛情と責任を持って飼いましょう。
☆犬はつないで飼いましょう。
☆犬の登録は、個々の犬に対してのものです。新しい犬を飼われるときは、新たに登録が必要です。
☆犬が死亡したり、飼い主や飼い主の住所が変わった場合、届出が必要です。
☆上記の登録や届出は、普段から役場で受け付けております。
☆狂犬病予防注射は毎年１回受けなければなりません。

平成27年度狂犬病予防集合注射 日程

○犬の登録をされている方には、ハガキ「狂犬病予防注射のお知らせ」を今月末までに郵送しますので、
当日は必ずハガキと集合注射料金3,200円をご持参のうえ、最寄りの会場へお越しください。

○犬の登録をされている方でハガキが届かなかった場合は、役場までご連絡ください。
○犬の登録がお済みでない方も集合注射を受けることができますが、注射前に犬の登録が必要となり、

集合注射料金とは別に登録料3,000円が必要となります。
お問い合わせ先　曽爾村役場　住民生活課　☎94-2102

　９：００～　９：４５

１０：００～１０：４５

１１：００～１１：４５

曽爾ふれあいセンター前

曽爾村役場前

旧下曽爾小学校体育館駐車場

５月８日（金）

実　施　日 時　　　間 実　施　場　所

曽爾村まち・ひと・しごと創生総合戦略策定委員を募集します
　曽爾村では、まち・ひと・しごと創生総合戦略について、その方向性や具体案を審議、検討す
るために「曽爾村まち・ひと・しごと創生総合戦略策定委員会」（委員 20 名で構成予定）を設置
します。
　この度幅広く多くの人から意見をいただくために一部委員を公募します。

【募集人員】　若干名
【応募資格】　平成 27 年４月１日現在、20 歳以上で人口減少克服・地方創生に関心
　　　　　　があり、平日の日中に開催予定の委員会（３回程度開催予定）に出席す
　　　　　　ることができる村民の方

【任　　期】　５月中旬から３月末まで
【賃　　金】　半日 2,750 円
【選考方法】　面接（面接日は後日連絡します。）
【応募方法】　規定の申込書に必要事項をご記入の上、役場総務課へ持参又は郵送に
　　　　　　より提出（申込書は、総務課に取りにお越しになるか、曽爾村ホーム
　　　　　　ページからダウンロードしてください。）

【応 募 先】　〒633-1212　曽爾村大字今井 495-1
　　　　　　　　　　　　  曽爾村役場総務課企画係　宛

【応募期間】　４月 30 日（木）　午後５時（必着）
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場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
連絡先　〒634-8502  橿原市内膳町5-5-8  奈良県医師会各主催部会　☎0744（22）8502　FAX（23）7796

目の健康相談

内科疾患に関する健康相談

5月12日㈫ 午後2時～3時

5月22日㈮ 午後3時～4時

5月26日㈫ 午後2時～3時

相談日の種類

奈良県医師会内科部会

奈良県眼科医会

主催する部会日　　時

予約必要

予約必要精神科に関する健康相談 奈良県医師会精神神経科部会

予約不要

予約の必要

☆平成27年5月 奈良県医師会の学術部会が行う健康相談
お気軽にお問い合せください

詳しくは、自衛隊天理募集案内所まで　☎０７４３-６３-２５４０
　ホームページ  http://www.mod.go.jp/pco/nara　　E-mail  hq1-nara@pco.mod.go.jp

種　　目 受付期間 試　験　日

受付時にお知らせしますお問い合わせ下さい自衛官候補生（男子）

資　　格

18歳以上27歳未満の者

自衛官募集案内

作り方

4人前

① パイナップルは水気を切り、１枚はそのまま、２枚は半分に切る。
② フライパンにバターを薄く塗り、砂糖を散らし、中央に丸のままのパイナップルをお

く。その四方に①の半分に切ったパイナップルを切った面を外側に向けておく。
③ ボウルに牛乳、卵を混ぜ、ホットケーキミックス、スキムミルクを加える。粉っぽさが

残る程度に混ぜ、溶かしバターを加えて混ぜ合わせる。
④ ②のフライパンに③の生地を流し入れて蓋をし、強火で１分、弱火にして５分程度焼

く。表面が乾き、焼き面がきつね色になったら返して中まで火を通す。
⑤ 切り分けて器に盛り付け、Aのソースを加える。

パインのアップサイドダウンケーキ
パイナップル（缶詰） 　３枚（９０ｇ）
バター　　　　　　　小さじ１／２
砂糖　　　　　　　　１０ｇ
牛乳　　　　　　　　９０ｍｌ
卵　　　　　　　　　１／２個
ホットケーキミックス　１００ｇ
スキムミルク　  　　　１０ｇ
溶かしバター　　　　 １０ｇ
Ａ  プレーンヨーグルト １００ｇ
　  砂糖　　　　　　 小さじ１
　（ヨーグルト用）

　２月２８日に子育てサークルで調理実習を行いました。その中でも今回は「パインのアップサイド
ダウンケーキ」を紹介させてもらいます。皆さんもぜひご家庭で作ってみてください♪

　私たち食生活改善推進員は「私達の健康は私達の手で！」をスローガンに食生活を通した健康づ
くりをすすめています。

食 生 活 改 善 レ シ ピ

１人前　196kcal

〜曽爾村食生活改善推進員協議会〜

{
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平成27年度人事異動

曽爾中学校

異　動　先

教育委員会事務局教育委員会次長

住民生活課長兼老人福祉センター所長
国民健康保険診療所事務長

地域建設課課長

地域建設課課長補佐

国民健康保険診療所事務長補佐

地域建設課課長補佐

総務課課長補佐

住民生活課課長補佐

住民生活課

住民生活課

国民健康保険診療所

平成27年3月31日付け退職

住民生活課長兼老人福祉センター所長
国民健康保険診療所事務長

住民生活課

氏　　　名

間 井 谷 和 彦

宇 山 　 修 二

中 川 　 　 洋

小 西 　 利 明

井 上 　 一 美

礒 野 　 耕 一

森 澤 　 英 之

上 田 　 吉 宣

中 西 　 　 実

椿 根 　 純 子

鈴 木 　 邦 予

退 　 職

仲 子 　 勝 明

寺 前 　 美 咲

【転入】　講師　木下智香子（国語）

【転入】　事務　平井明美

【転入】　校務員　待鳥陽子

【転出】　教諭　大向陽子（国語）

【退職】　事務　田合豊子  

【退職】　校務員　辰巳悦子

大宇陀中学校より

曽爾小学校より

榛原中学校へ

曽爾小学校
【再任】　村費講師（複式学級解消）　竹川都志子

【転入】　村費講師（複式学級解消）　小川洋平

【転入】　講師　竹内玄樹

【転入】　事務　西嶋雅子

【転出】　村費講師　土岐友亮

【転出】　事務　平井明美

【退職】　教諭　鈴木説子  

【退職】　村費講師　井本悦子

榛原東小学校より

明日香小学校より

室生西小学校へ

曽爾中学校へ

前　　　職

地域建設課課長

教育委員会事務局
教育委員会次長

地域建設課課長補佐

住民生活課長補佐

国民健康保険診療所

地域建設課

総務課

住民生活課

出納室

国民健康保険診療所

新規採用
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善　　意　　銀　　行
辻隆司さんより
　亡母　タマノさんの生前のご厚情に対し
　金一封
谷口和輝さんより
　亡父　和則さんの生前のご厚情に対し
　金一封
尊い善意をお寄せ下さいまして、誠にありがとう
ございます。

謹んでお悔やみ申し上げます
3月16日　今　井　　辻　タマノさん（97歳）
3月20日　伊賀見　　谷口　和則さん（54歳）

開館日　月〜金曜日（祝祭日は休館）
　　　　　…8時30分時〜17時15分
　　　　毎週土曜日…13時〜17時

☆平日、図書室に職員がいませんので、教育委員
会事務局までお越しください。

☆次回のおはなし会は　５月１６日（土曜日）子
育て支援センターで予定しています。

中央公民館  図書室だより

お姉ちゃんと仲良くね！
家族より

大字 太良路

藤田 橙華ちゃん

こんなに大きくなりました
広報誌デビュー

ふじ　  た　  　ゆず　 は 平成26年
4月23日生

4月号
平成27年4月15日発行

（通巻523号）

（平成27年4月1日現在）

●発行　曽爾村役場
●編集　総務課
　〒633-1212
　奈良県宇陀郡曽爾村
　　　　大字今井495-1
　　☎　0745-94-2101
　ＦＡＸ 　　　94-2066
●印刷　伊和印刷　
●広報曽爾題字
　故　清水公照
　　（第207世、第208世
　　　東大寺別当）　

高齢者クラブ活動
（全て13：30〜）

カラオケ　第1・第3㊍
大正琴　第1・第3㊍
民　謡　第1・第3㊎
手　芸　月1回　金
陶　芸　第4　　 ㊌
民　踊　第2・第4㊍

人口1,623人
（−6）
男　757人
（−1）

女　866人
（−5）

世帯数684世帯
（−3）

みんなの広場

事　業　名 実施日 時  間 対象者 場所・内容等

5月15日㈮乳幼児健康相談 未就学児と
保護者

○場所：子育て支援センター
○内容：育児相談、発達相談など
○スタッフ：保育士、保健師

5月22日㈮ 9:30～
11:30

健康いきいき教室　
（フォローアップ教室）

65歳以上の
対象者

○場所：老人福祉センター
○内容：介護予防のためのストレッチ、
　筋力トレーニング等

5月28日㈭
5月30日㈯

乳がん・子宮がん
検診

乳がん：40歳以上
　の女性
子宮がん：20歳以
　上の女性
＊昨年受診された方は、
　対象外です。

○場所：老人福祉センター
○乳がん検診：視触診・マンモグラフィ
　検査
○子宮がん検診：子宮頸がん細胞診
＊申込みが必要です。

10:00～
12:00

9:00～
12:00

ほけん事業予定表（5月）


